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きょうは、5月 10日のにちようび。ふっかつせつのだい５の主
し ゅ

日
じつ

です。 

 

きょうかいがっこうのみなさん、せんしゅうのはなしをおぼえていますか。イエスさまのこえがきこえま

したでしょうか。どうでしたか。 

 

きょうのふくいんしょは少
すこ

しむずかしいかもしりません、かぞくといっしょによんでみましょうね。 

ヨハネ１４．１～１２ 

 

イエスさまは「こころをさわがせるな、かみをしんじなさい、そしてわたしをもしんじなさい。わたしの父

のいえにはすむところがたくさんある、わたしはあなたがたのためにばしょをよういしにいく。 

そのとき、ひとりのでしであるトマスがイエスさまにいった。「しゅよ、どこへいかれるのですか、わたしたち

には、わかりません、どうしてそのみちをしることができるのでしょうか」 

イエスはいわれた「わたしはみちであり、しんりであり、いのちである。わたしをとおらなければだれも父
ちち

の

もとにいくことができない」 

 

 イエスさまは「みち」であると、きいたら、あたまになにがうかんできますか。やまのぼりしたことがある

ひとは、やまみちにあんないをしらせてくれるかんばんがあったのをおもいだしてみましょう、なにがかいて

ありましたか。 

―――――――、――――――――，――――――――。 

イエスさまごじしんが「みちである」というのはかみさまのくににいくことができるように、イエスさまがみ

ちのやくめをしてくださっています。イエスさまがしめしてくださるみちをちゃんとあるけば、なんにもこわく

もないし、しんぱいも、またこころのなかによろこびもかんじることができます。イエスさまは、わたしたち

になにをすればよいかをいつもおしえてくださっています。たとえば：「おともだちとけんかして、どうして

もなかなおりできない」となったとき、「なかなおりしてね」と心
こころ

のなかにイエスさまのこえをきこえたら、

それは、イエスさまがおしえてくれる「みち」です。 

じぶんに、「～～してくれる」と、たのまれたら、「いや」といわないで、たのまれたことをよろこんでできる

のは、イエスさまの力
ちから

があるからです、それも、イエスさまがおしえてくれる「みち」です。 

 

 むずかしいでしたか、イエスさまはわたしたちといつもいっしょにいてくださっているので、イエスさまと

おはなししましょうね。 

 きょうは、「母
はは

の日
ひ

」ですね。 

まいにちかぞくのためにがんばってくださっていてくださるお母さんのために「アベ・マリア」のいのりして、 

「ありがとう」といいましょうね。 

ほかに、なにかしてあげられることありませんか。やってみましょう。 


